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1. Ma巾 nSyndromeの整形外科的治療
ーとくに側響症を中心として一 
0小野豊，大木勲，大木健資(千大)
最近 Marfan症候群の 5症例について，整形外科的
治療を行なったので報告する。 5症例のうち側壁症治療
をおこなった 4症例につき， 治療成績をみると， Har-
rington手術をおこなった 2症例では，平均矯正率を上
まわる矯正率が得られた。 1例は ha1o-pelvictraction 
を，おこなったが， traction syndrome が出現して十
分な traction を行なうことができなかった。 1例は 
Mi1waukee braceを装着して治療開始， よい矯正率が
得られている。 l例は漏斗胸の手術をおこなったがよい
結果が得られた。
従来 Marfansyndrome の手術的治療に関しては術
後大動脈癌などが破裂して死亡することもあるといわれ
るので， aortogramにより aneurysma の存在の有無
を確認し，さらに本症の先天性結合織異常という basic 
defect を十分に把握した上で手術を行なえば， 満足す
る結果が得られるものと考える。 
2. 慢性関節リウマチの手関節部骨レ線変化について 
0勝呂 徹，松井宣夫，大木健資，
陳義龍，野平勲一(千大)
昭和 42年 l月より昭和 47月 10年までに千葉大学整
形外科および千葉市立病院リウマチクリニックを受診せ
る手関節に症状のある慢性関節リウマチ患者 91例(男
性 14例，女性 77倒， classica1 RA 82例， definite RA 
9例)について手関節部における骨変化について，臨床
像ならびに X 線学的変化について検討を加えた。 RA 
testでは， 87%の陽性率を認め，また Stageの進行例
においても gripstrength の良い症例もある。 さて全
身関節と比較すると，腕関節は 37.1%とかなりの頻度で
発症し， Stage 2，.4は 80%と高頻度で骨，軟骨にその
変化を認めた。発症年令については 50才台に多く， 
Stageの進行も比較的速い。すなわち臨床経過と Stage
との関係は onset後 6ヵ月以内は earlyStageが多く， 
6カ月をすぎると骨，軟骨の病変は進行し 1年をすぎる
と80%は骨， 軟骨になんらかの変化をきたし， きわめ
て進行性である。それゆえ，早期滑膜切除術の提唱され
るゆえんで、ある。 
3. 骨転移癌の診断と治療法について 
0豊田敦(千大)，久米通生，
安井嘩光，黒田重史(君津中央)
高田典彦(県立ガンセンター)
今回われわれは昭和 45年以降 3年間に君津中央病院
でとりあつかった骨転移癌の症例 15例と， 初診時骨転
移癌を思わせた類似疾患 3例を加え検討しました。年令
はいずれも 40才以上であり， 男6例， 女 9例でありま
す。原発巣は肺癌 7例，乳癌3例，胃癌 2例そのほか上
顎癌，前立腺癌，腎癌各 l例であり転移部別には脊椎が
7例と圧倒的に多く，そのほか身体各部に発生しており
ます。多発性転移は 1例， 孤立性転移は 4例でありま
した。診断には年令， X線所見， RIの応用， need1e 
biopsy などを用いております。治療法としましては，
内分泌療法，化学療法，放射線療法，手術療法を単独ま
たは併用しておりますが，とくに後者の 2つが有効だと
考えます。内分泌療法はホノレモン依存性癌にのみ使用し
ております。手術的療法はわれわれはかなり積極的に行
なっておりますので，とくに手術症例を中心に代表例を
あげ述べさせていただきました。 
4. 多発性脊髄腫蕩の一治験例 
0中村勉，辻陽雄(千大)
われわれは 13年間の観察期間中， 前回第3胸椎， 今
回第 4胸椎，第 2， 3腰椎合計4個のノイリノームの一
治験例を報告し，二，三の検討を行なった。第 4胸椎の
部は，前回ミエロおよび今回の手術所見より新たな発生
と考えた方が妥当であるが，腰髄部については，前回の
ミエログラムで造影剤欠損を思わせる所見および硬膜横
径の拡大所見が認められ，明らかにすでに何等かの腫傷
性変化の存在が示唆された。当時の臨床所見なかんず
